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はじめに 

富田林市指定管理者選定委員会において、指定期間の初年度である令和元年度

指定管理業務について、下表の７施設の委員会評価を実施しましたので、その結

果を報告いたします。 

本委員会の評価結果が適切に活用され、更なる市民サービスの向上と各指定管

理者による公の施設の管理運営が、より一層効果的に行われることを期待します。 

 

 

●評価対象施設（指定期間の２年目） 

施設名 施設所管課 指定管理者 

①富田林市農業公園 農とみどり推進課 農事組合法人 富田林市南地区協同組合 

②富田林市立コミュニティセンター 地域福祉課 （社福）富田林市社会福祉協議会 

➂富田林市立総合福祉会館 地域福祉課 （社福）富田林市社会福祉協議会 

④富田林市ケアセンター 地域福祉課 ケアセンター管理運営共同事業体 

⑤富田林市立市民総合体育館他 

２１施設および富田林市立総合スポ

ーツ公園 

生涯学習課 ミズノグループ 

⑥すばるホール 生涯学習課 （公財）富田林市文化振興事業団 

⑦富田林市市民会館 生涯学習課 アクティオ株式会社 

 

 

１ 評価の目的 

指定管理者による施設の管理運営状況等について、客観的かつ多角的な視点から評

価を行い、課題や改善点等を検証することにより、指定管理者制度の円滑な運用、並び

に施設のより良い管理運営と市民サービスの向上を図ることを目的としています。 

 

 

２ 評価の実施方法 

評価サイクルは下表の通りであり、今年度はいずれも指定期間が５年間の施設の２年目

評価（評価対象年度は初年度）を行いました。 

委員会での評価実施にあたっては、自己評価並びに担当課評価を基にした、所管課に

よる評価説明及び質疑応答を経て、各委員が、「指定管理者業務評価シート」の評価項

目毎に１～１０の１０段階（１０が最良）による採点評価を行いました。 
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●評価実施時期 

  １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目 

指
定
期
間 

５年間 ― ○ △ ○ △ △ 

４年間 ― ○ △ △ △  

３年間 ― ○ △ △   

※△は自己評価及び担当課評価、○は自己評価、担当課評価及び委員会評価 

 

 

●評価一覧 

  評価実施者 評価 評価項目 

自己評価 指定管理者 ａ～ｄ評価 ※２３～２５評価項目 

担当課評価 施設所管課 ａ～ｄ評価 ※２３～２５評価項目 

総合評価 

（委員会評価） 

富田林市指定管理者

選定委員会 
１００点評価 

評価項目毎に委員の平均

点を算出し、合計得点を百

分率で換算 

※施設の特性等に応じて、評価対象外の項目が存在する為、評価対象数が前後します。 

 

 

●評価項目 

 指定管理者業務評価シート（資料）を参照。 

 

 

３ 評価基準 

設定した評価項目ごとに１～１０の１０段階（１０が最良）で評価し、以下の式をもって総

合評価点数を算出します。なお、実施内容が、提案基準を満たしていると判断した場合の

点数について、１０段階の７と採点することと決しました。 

 

各項目の得点の合計÷（委員会評価項目数×各項目の配点）×１００＝総合評価点数 
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４ 評価日程 

※審議会等の会議は公開を原則としていますが、本審議内容については、富田林市情報公開条

例第６条第１項第２号に規定される情報を取り扱うことともに、委員の忌憚のない意見交換等をし

ていただくため会議は非公開、議事概要は公開とすることを、委員会において決定しました。 

 

５ 評価体制（委員） 

日  時 ・ 場  所 内     容 

令和２年７月３１日 （庁議室） 

１３時３０分～１５時００分 

・委員会（議事録）の公開・非公開について 

・令和元年度指定管理業務評価について 

  ①富田林市農業公園 

令和２年８月６日 （庁議室） 

１３時３０分～１７時００分 

  ②富田林市立コミュニティセンター 

  ③富田林市立総合福祉会館 

  ④富田林市ケアセンター 

令和２年８月１８日 （庁議室） 

１３時３０分～１７時００分 

  ⑤富田林市立市民総合体育館他２１施設および

富田林市立総合スポーツ公園 

  ⑥すばるホール 

  ⑦富田林市市民会館 

区分      氏   名     所   属   等 備考 

外部 

委員 

久 隆浩 委員 学識経験者 （大学教授） 委員長 

北川 和郎 委員 学識経験者 （弁護士）  

江本 卓也 委員 学識経験者 （金融機関職員）  

正木 隆行 委員 学識経験者 （税理士）  

野村 恭子 委員 学識経験者 （民生委員・主任児童委員）  

内部 

委員 

置田 保巳 委員 副市長  

松田 貴仁 委員 副市長  

山口 道彦 委員 教育長  

谷口 勝久 委員 市長公室長  

渡部 るり 委員 総務部長  
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６ 評価結果 

下表に示す総合評価点数は、評価項目ごとの採点の結果として得られる数値です。点

数の目安としては、業務仕様や指定管理者の提案内容が満たされた問題の無い管理運

営がなされた場合に概ね７０点となります。 

 

施設名 施設所管課 指定管理者 

総合評価 
（評価委員数） 委員会講評 

①富田林市農業公園 農とみどり推進課 農事組合法人 富田林市南地区協同組合 

６３．８点 

（１０名） 

個人情報保護対策や公益通報窓口等の構築、また、緊急時の迅速な対応な

ど、早急に組織体制の強化を進められたい。また、農だけに頼らない経営的視点

を持った職員の育成やスキルの養成を強く要望するとともに、利用促進策や利用

者満足度の向上については、類似施設の先進事例や外部研修で得た知識を積極

的に取り入れるなど、さらなる集客の工夫が必要である。 

収支計画においては、自主事業も含め公共性の高い事業であることを勘案し、

当初計画から大きく乖離が生じることのないよう正確な収支計画を立てられたい。 

②富田林市立コミュニティセンター 地域福祉課 （社福）富田林市社会福祉協議会 

７３．６点 

（１０名） 

地域との連携におけるイベント企画については、実施方針や活動を具体的に定

め、効果把握に努められたい。また、計画的な研修実施に努めるとともに、合同研

修の開催や、個人情報保護に係る訓練実施など、より効果的な研修形式について

検討されたい。利用者意見の把握のため、広聴機能の強化を望むとともに、世代

間交流事業においては、多世代にわたり交流が図れる事業づくりに向けて、事業名

称の工夫や情報収集に努め、利用者のニーズや関心が得られるよう、創意工夫を

図られたい。総じて、施設の管理運営について、一定水準のサービス提供がなさ

れていることから、今後も更なる利用者サービスの向上を期待します。 

③富田林市立総合福祉会館 地域福祉課 （社福）富田林市社会福祉協議会 

７３．３点 

（１０名） 

貸館の利用にあたっては、利便性向上に向けて、ホームページでの周知や予約

方法の改善について検討するとともに、利用促進策として、多様な高齢者へのアプ

ローチを行い、福祉会館としての裾野を広げ、施設利用者の利用拡大を図る仕組

みについて検討されたい。また、研修については、効率的に職員が受講できるよ

う、ジョブローテーションの活用なども組み合わせた、勤務体制や研修形式につい

て検討を図られたい。浴場利用者数が減少傾向にある中、その必要性も含め、市

内にある他の類似施設との役割について検証し、マーケティング調査を行うなど、

今後の施設の方向性・管理運営について検討されたい。 
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④富田林市ケアセンター 地域福祉課 ケアセンター管理運営共同事業体 

７２．３点 

（１０名） 

事業報告については、地域との連携や健康づくり世代間交流施設における苦情・

要望など、具体的な内容や対応を把握できるよう検討されたい。また、自主事業とし

て行われている介護保険事業については、指定管理者と市が両輪となり、対象者へ

の広報 PR の工夫など、アウトリーチ活動を積極的に取組まれたい。 

総じて、施設の管理運営について、一定水準のサービス提供がなされていること

から、今後も更なる利用者サービスの向上を期待します。 

⑤富田林市立市民総合体育館他

２１施設および富田林市立総合ス

ポーツ公園 

生涯学習課 ミズノグループ 

７２．２点 

（８名） 

 

苦情への対応については、市の定期モニタリング等において適宜、確認・指導等

を行い、改善状況を把握するとともに、指定管理者においては、適切に管理運営に

反映されるよう取組まれたい。 

また、利用形態に合わせた施設の空き状況などを積極的に情報発信することで

利用者の利便性を向上させるとともに、利用者が平等に利用できるよう早急に対策

を講じられたい。自主事業の実施にあたっては、各々の施設がより効果的に利用さ

れるようニーズの把握や事業展開の工夫に努め、更には連携事業者と積極的な交

流を行うなど関係性の構築に努められたい。最後に、施設全体におけるマネジメント

の重要性を改めて認識し、効果的な人員配置を図られたい。 

 

⑥すばるホール 生涯学習課 (公財)富田林市文化振興事業団 

７５．９点 

（８名） 

 

 

 

文化振興活動におけるビジョンを明確に示し、多様な世代のニーズに即した事業

展開や集客方法について検討を行い、文化活動をプロデュースする若者の育成や

支援など、新しい文化の芽を育む活動に取組まれたい。 

また、利用形態に合わせた施設の空き状況などを積極的に情報発信し、利用者

の利便性向上や利用促進に努めるとともに、各種研修においては、「法人」・「指定

管理者」各々の役割を明確に位置付け、得られた成果や先進的な取組み事例など

を今後の事業展開に活かすことで、さらに施設運営に活かされるものと期待する。こ

れまでの評価結果を真摯に受けとめ、様々な工夫のもと管理運営が行われており、

今後も更なる利用者サービスの向上に取組まれたい。 
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⑦富田林市市民会館 生涯学習課 アクティオ株式会社 

７５．５点 

（８名） 

個人情報保護に係る研修については、より効果を高めるため、訓練実施を行うな

ど研修形式の工夫について検討されたい。なお、他の研修においては、様々な工夫

が見られ非常に良い内容で実施されたと評価できる。 

また、地域団体の育成という観点から、各種団体が主体性をもって活動できる拠

点づくりや、団体同士が共に活動できるような機会の提供に努められたい。更には、

「利用者の満足度」・「地域団体の主体性の育み」いずれもが相互に作用し合い、相

乗効果を生むことで更なる利用促進を期待したい。 

 

７ 全施設に共通する意見 

指定管理者業務評価に際し、全施設に共通する意見について、下記の通りとりまとめま

したので、今後の参考にしていただきたい。 

 

記 

 

一．事業報告書の記載方法の改善 

適正に評価を行うため、事業報告書については、評価される側の観点からアピールする

工夫も含めた、わかりやすい報告内容（管理運営の実績・結果による分析・今後の対応

等）となるよう努められたい。 

改善の箇所の一例としては、苦情・要望等の内容（分析や対応結果も含む）や自主事

業の内容等の記載について、不足していることが挙げられ、今後、事業報告書の記載方

法について見直しを望む。  

 

 

二．公共施設のマネジメント 

市民ニーズの多様化など、時代の変遷の中で求められる公共施設の役割や機能につ

いて、官民の役割分担や用途転用等を含め、中期的に再検討を行われたい。また、その

供給のあり方については、改めて目指すべき各々の施設の姿を、施設の設置者である市と

指定管理者双方により議論されることを望む。 

 

 

三．当委員会による評価の意義（評価結果の共有） 

当委員会による評価は、施設所管課・指定管理者にとっての業務改善や市民サービス

の向上に繋げることを目的として行っている。そのため、指定管理者の取組成果や課題を

明確にし、適正な評価を行うことにより、指定管理者の意欲を向上させるとともに、施設所

管課及び指定管理者が管理運営上の課題に気づき、協働して解決できるように機能させ 
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ることが必要である。 

市と指定管理者が互いに連携、協調しながら、目指すべき方向性を共有し、それぞれ

の責務を全うすることにより、施設の設置目的が達成されるものであることから、日頃から

指定管理者との積極的な情報共有や、密な連絡調整を図られたい。 

 

 

四．新型コロナウイルス感染症の影響を鑑みた指定管理者への対応 

新型コロナウイルス感染症拡大防止の対応として、施設の休館等による指定管理運営

体制やリスク分担を含めた基準を明確にするなどの検討をされたい。 

 

 

以上 


